






















  調査回答者（保護者（親））数は、2,380 人（男性 1,461 人、女性 919 人）でであった。また、保護
者（親）と同居の小・中・高校生数は 3,335 人（男性 1,700 人、女性 1,635 人）で、その内、小学生












































































































































































図 G 保護者(親)の科学技術に対する興味関⼼の有無と⼦どもとの会話の有無との関係  
 
（７）理系科目に対する子どもの意識：図 H、図 I 
  各学齢群において、理科を「非常に好き」または「どちらかというと好き」と答えた子どもは、小学
生で 33.4％（低学年で 27.5％、高学年で 39.0％）、中学生で 35.9％、高校生で 28.0％であった
（図 H）。小学校高学年、中学生、高校生と学齢が上がっていくに従って「非常に好き」あるいは「ど
ちらかというと好き」と答えた子どもがそれぞれ 3.1 ポイント、7.9 ポイント減少し、「どちらかというと嫌































































































































図 L 保護者（親）における⼦どもの理系進学に対する意識の変化（追跡調査） 
【解釈の仕⽅】2012 年の調査時に「どちらともいえない」と回答した 30 ⼈の内、2015 年の
調査時にもその意識に変化がない保護者（親）は 15 ⼈、「理系に進学させたい」と思うように
なった保護者（親）は 8 ⼈、思わなくなった保護者（親）は 7 ⼈であり、そこに「理系に進学
させたい」と思っていたが「どちらともいえない」に変化した 6 ⼈と思っていなかったが「ど
ちらともいえない」に変化した 2 ⼈を合わせて、23 ⼈となったことを表す。  
